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セレンディップが実践する製造業の再成長に向けたアクション

日本の中堅・中小製造業に経営革新をもたらすための３つのアプローチ

1

事業承継型プラットフォームの
構築

中小企業の
経営近代化

ロールアップによる
業界再編

製造業の事業承継をワンストッ

プで支える基盤の確立
長期保有を

前提としたコミットメント
徹底した効率化と見える化を

目的としたDX

プロ経営者を軸とした経営と

ものづくりの革新

事業承継型M&Aの標準化

M&Aによるものづくり業界再編

なぜ自己勘定での投資を選択したのか？

リスクを取り、長期視点でアプローチをする必要性があり、変革のスピードや経営へのコ
ミットメントを総合的に勘案すると、単独オーナーである必要があった

＊2024年3月末売上約200億→今年5社買収（売上規模：約170億円）し、グループ11社に
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モノづくり事業承継プラットフォームの３つの基盤

Ⅰ.M&A実行基盤
M&Aプロセス全体（M&Aチャネル開拓、M&A戦略立案/実行）の遂行

Ⅱ.経営管理基盤
プロ経営者によるチーム経営、標準化されたマネジメントツール、
業務シェアードによるグループ一体となった経営の推進

Ⅲ.モノづくり基盤
標準化された改善ノウハウによる製造現場の変革、R＆Ｄ、グローバル化

セレンディップの事業承継トータルソリューション

• 当社は日本の中堅・中小企業の課題解決を提供する独自の「モノづくり事業承継プラットフォーム」を構築

Ⅱ.経営管理
基盤

Ⅲ.モノづくり
基盤

Ⅰ.M&A実行
基盤

3つの基盤が
好循環を生み出す

モノづくり事業承継プラットフォーム

2

投資

育成

整備
整備

育成

投資

モノづくり事業承継における３つの基盤
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Ⅰ.Ｍ＆Ａ実行基盤｜地域アライアンスの強化
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＊上場前に大垣共立銀行、第三銀行、十六銀行からの出資

1. 地域No.１に向けて：地方銀行とのアライアンス
2.全国カバレッジに向けて：メガバンク及び政府系金融機関とのアライアンス
3.製造業ブランド確立に向けて：モノづくりの産業集積地のカバレッジ拡充

2020年12月 広島銀行・ひろぎんキャピタルパートナーズ

2021年4月 第三銀行

2021年7月
大垣共立銀行・OKBキャピタル

愛知銀行

2021年8月 新生銀行（現 SBI新生銀行）・新生企業投資

2021年10月 名古屋銀行・名古屋キャピタルパートナーズ

2022年1月 南都銀行グループ

2022年1月
名古屋銀行より、人材育成を目的とした人材受入
れ

2022年3月 山形銀行・やまがた協創キャピタルパートナーズ

2022年8月 足利銀行

これまでのアライアンス実績

2022年11月
名古屋キャピタルパートナーズと、三河鉱産㈱に
共同で投資（フロー投資）

2023年2月
SBI新生銀行・新生企業投資と、中堅・中小製造
業特化型の第1号ファンドを共同で組成

2023年4月
OKBキャピタルと、OKB事業承継ファンドに、
LP出資及び投資先へのコンサルティングサービ
スの提供開始

2024年10月
OKBキャピタルと、㈱イワヰに共同で投資（グ
ループ化投資）

2024年12月
（予定）

商工中金キャピタルと、エクセルグループに共同
で投資（グループ化投資）
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Ⅱ.経営管理基盤｜プロ経営者によるチーム経営
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• 対象企業に最適なプロ経営者チームが、当社ビジョンを共有し、標準化されたマネジメントツールを
駆使して成功再現性の高いPMI※を実践

チームマネジメント
◼ 対象企業に最適なプロ経営者チームを組成
◼ 当社ビジョンと経営変革計画の共有

成功再現性の高いPMI ＝ 対象会社の再成長をスピードアップ

標準マネジメントツール
◼ 標準化されたガバナンスの仕組み
◼ 標準化されたプロジェクトマネジメント手法
◼ グループ共通のキャッシュ・マネジメント・システム

※ PMI（Post Merger Integration） 当初計画したM&A後の統合効果を最大化するための統合プロセス
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Ⅲ.モノづくり基盤｜製造現場の変革スタンダード

5

• 当社の製造現場の変革は、3つのステップで実現

• 品質向上・生産効率向上・IoT活用による省人化によって得られたリソースをR&D(研究開発）に集中投下

Step０１
見える化の推進

Step０２
現場の標準化

Step０３
省人化

データによる製造ス
タッフ/マネジメント
層の意識変革

現場作業の標準化
改善手法の教育

IoTの活用（DX）
ロボット導入

品質向上・生産性向上

R&Dにリソース集中投下

見える化を徹底し、「データを見て、ファクトで判断する」製造現場に
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Ⅲ.モノづくり基盤｜スマートファクトリーの設立（三井屋工業の事例）
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• 人材不足が課題であった山形県米沢市にスマートファクトリーを建設

• 徹底した省人化及びIoTツールの活用によって生産性２００％向上を実現

• IVI（インダストリアルバリューチェーンイニシアティブ）との共同研究

経営層

データ入力

主な受賞履歴
1. 「米沢品質AWARD」山形県米沢市（２０２２）
2. 「TOHOKU DX 大賞」経済産業省（２０２２）
3. 「DXセレクション」経済産業省（２０２３）

生産現場管理

製造スタッフ

HiConnexによる
製造効率の見える化

ファクトデータに基づいて
改善活動の推進/作業指示

本社
（愛知県）

スマート
ファクトリー

（山形県）

ロボットによる省人化
/IoTツール HiConnex
を活用し、本社へ情報発信

③モニタリングの仕組み
画像検査、動体検知及びセンサーを設置
⇒災害時の遠隔安全確認/不具合原因の見え
る化

②自動搬送ロボット（AGV）の活用
単純運搬を要する工程に設置
⇒製造スタッフの省人化

①IoTツールを駆使
自社開発アプリ「HiConnex」の活用
⇒生産効率の向上

作業指示

経営会議 経営判断

省人化とIoTツール活用を前提に設計されたスマートファクトリー 特徴
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ロールアップ型M&Aにより、付加価値を向上
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グループ会社

機
能
・
技
術

金属プレス
加工

樹脂成型

デザイン

表面加工
など

中核会社

アペックス

三井屋工業

佐藤工業

白金鍍金

トライシス

１．単品売りから、機能・技術を軸に
総合提案できる体制へ移行

２．機能・技術を軸としたロールアップ型
の事業承継M&Aを志向

内外装など
総合提案

単品売り

付加価値提案へ移行

エンジン回り
（駆動部）

車体・
外装部品

ドライブトレイン
（動力伝達系）

タイヤ回り

運転支援・
情報通信

電子・
電装部品

内装部品
・空調

環境対策

イワヰ

エクセル

９月発表

10月発表

11月発表

3社を連結子会社化

小型 大型

音/プレス 熱/ブロー

付加価値の向上と規模の経済の追求を同時に実現していくために
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